
クビアカツヤカミキリの被害拡大防止に向けた取組 

 

佐久地域では、特定外来生物「クビアカツヤカミキリ」によるモモやプルーンなど

の果樹への被害が確認されています。 

県では、被害の拡大を防ぐため、市町村、JA等の関係機関と連携し、果樹園を巡回

して、幼虫のフンと木くずが混ざった「フラス」の発生状況などを確認する調査を実

施しています。調査で被害が確認された園地では、被害木の状況を確認するとともに、

生産者の皆様へ適切な防除方法をお知らせしています。 

また、発生地域及びその周辺地域のモモ、プルーン、日本スモモの生産者を対象に、

被害拡大防止のための農薬を無償で配布し、使用方法や注意事項について説明した上

で、9月中の防除をお願いしています。 

クビアカツヤカミキリの被害

を最小限に抑えるためには、地域

全体での早期発見・早期防除が重

要です。県では、引き続き関係機

関や生産者の皆様と連携し、調査

と防除を進めてまいります。 

防除の様子 

防除説明会・農薬配布の様子 


